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年)では鑑賞者との距離によって表示される映像の内容が変化する．また，KIM donghoらの「The Portrait in a 
Mirror」(2008 年)では，鑑賞者の様子を鏡のように映し出し，鑑賞者が近づくとその鑑賞者の映像が絵画のよう









・条件B：鑑賞者が 80cm~120cmの範囲内で 3秒以上静止する 
・条件C：鑑賞者が 200cm~300cmの範囲に入る 
 また，このモデルにおけるCGキャラクターの眼球表現について，瞬きと瞳孔の表現にC.Breazealの 3 次元感情
空間を応用した松井，佐手，児玉の提案したインタラクションモデルを用いた． 
 これらの手法によってキャラクターとのインタラクションを制作することで，鑑賞者はより作品との距離を意
識し，また，作品中のキャラクターから見られているという感覚を強く感じると考えられる． 
 
